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中間期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 当社の平成 17 年 3 月期(平成 16 年 4 月 1 日～平成 17 年 3 月 31 日)につき、平成 16 年 5 月 14 日 

に発表いたしました当期の中間期業績予想数値(連結、個別)を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

  1.当期の業績予想数値の修正（平成 16 年 4 月 1 日 ～ 平成 16 年 9 月 30 日） 

  (1)連 結                             (金額の単位:百万円) 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 14,380 650 260 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 14,200 570 310 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △180 △80        50 

増 減 率            （％）          △1.3 △12.3        19.2 

（ご参考） 

前期実績（平成 15 年 9 月期） 
14,231 359 119 

前 年 同 期 比 増 減 率（％） △0.2 58.8 160.5 

 

    (2)個 別 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 2,740 1,390 1,100 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 2,722 1,350            930 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △18 △40 △170 

増 減 率            （％）       △0.7 △2.9 △15.5 

（ご参考） 

前期実績（平成 15 年 9 月期） 
2,710 1,019 961 

前 年 同 期 比 増 減 率（％） 0.4 32.5 △3.2 

   

（連結決算における修正の主な理由） 

  １．  売上高が減少致しましたのは、連結子会社のジャルダン株式会社の構造改革を進めておりま

すが、取引形態を委託取引から消化取引へ当上半期末においてショップ数で 120 店舗のうち 89

店舗まで進めることができましたが、委託取引によって納品した製品・商品の返品が増加し同

社の売上高は、当初予想時に比べ約 440 百万円減少いたしました。 

     上記、売上減少に伴う在庫の増加による評価損の計上および同社の既存店舗の売上不振によ

り経常利益が約 210 百万円減少いたしました。 

２． 株式会社レディースニューヨーカーの売上の増加 210 百万円、経常利益の増加 100 百万円等が

あり、当上半期の連結決算業績は売上高が 180 百万円減少し 14,200 百万円、経常利益は 80 百

万円減少し 570 百万円となり、当期純利益につきましては税負担の減少により 50 百万円増加し

310 百万円となる予定です。 

 



（個別決算における修正の主な理由） 

   当期純利益が減少いたしましたのは、債務超過となりました連結子会社２社（株式会社ダイドー

トレーディングおよび株式会社ユースーツ）の当社保有株式の評価減の計上および債務超過額の貸

倒引当金を計上したことにより特別損失が 337 百万円増加したことによるものです。 

 

   なお、通期（平成 16 年 4 月 1 日～平成 17 年 3 月 31 日）の業績につきましては、平成 16 年 11 

  月 12 日（予定）の中間決算発表時にお知らせいたします。 

   

以  上 


